
平成３０年度予算編成にあたっての考え方平成３０年度予算編成にあたっての考え方平成３０年度予算編成にあたっての考え方平成３０年度予算編成にあたっての考え方

○戦後、大阪のベッドタウンとして発展してきた本県は、他県に比べ、人口減少と高齢化

が急速に進んでいきます。この影響を緩和し、持続的に発展していくため、平成３０年

度予算は、奈良のより良き未来に向けた種を蒔いて、将来の奈良県の礎を築く予算とし

て編成しました。

○今まで取り組んできた経済活性化のプロジェクトをさらに進展させ、本県の経済構造を

改革し、県内で投資・消費・雇用を好循環させ、働く場を創出します。

○健康寿命日本一を達成し、誰もが健やかに暮らせる地域づくりを進めるとともに、県民

が安心して快適に暮らし続けられる奈良県づくりを目指します。また、地域資源や社会

資本を活用した住みよいまちづくりを進める取組、農・林産業振興の取組、過疎化が進

む南部地域・東部地域の振興の取組を積極的に進めます。

○リニア中央新幹線品川・大阪間の全線開業が見込まれる２０年後の奈良県の姿を見据え、

奈良が有する観光資源や歴史・文化資源を活用し、戦略的観光政策を実行します。

○県と市町村の連携・協働による「奈良モデル」により、まちづくりを推進し、行政の効

率化を図ります。

○また、これらの取組を進めるにあたっては、民間資金や国予算等の有利な財源を最大限

活用するとともに、既に実施している施策・事業は、効果や必要性の観点から徹底して

見直しました。
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歳入歳出予算案歳入歳出予算案歳入歳出予算案歳入歳出予算案

○県税は、県内経済の活性化により、法人２税や株式譲渡所得割県民税、配当

割県民税等の増収があり、２９年度予算に比べ、７９億円増加（約７％増）。

○地方消費税清算金は、消費の拡大や平成３０年度税制改正における清算基準

の抜本的見直しにより、５５億円増加（約１４％増） 。

清算基準の見直しによる増収額は３６．７億円（うち１８．４億円は市町村に交付）

○他方、地方交付税と臨時財政対策債の合計額は、県税等が増加する見込みで

あることから、４９億円減少（約３％減） 。

○義務的経費は、７６億円の増（約３％増）

・退職手当の減等により人件費が減少。

・県債管理基金（H29末残高見込み 499億円）からの繰入金を財源として臨時

財政対策債を繰上償還（１００億円）することにより、公債費が増加。

○投資的経費は、１３３億円の増（約２２％増）

・主要プロジェクトの支出が山場を迎える。

大宮通り新ホテル・交流拠点整備 ５０億円（㉙２２億円 ＋２８億円）

（仮称）登大路バスターミナル整備 ２４億円（㉙１３億円 ＋１１億円） など

・国営農業用水再編対策事業（吉野川分水施設改修）の完了に伴い、市町村及

び受益者からの負担金（５３億円）を国に支払い（国直轄事業費負担金）。

・２９年度の台風２１号等により、災害復旧事業費が増加（＋４３億円）。

○一般施策経費は、７８億円の増（約５％増）

・ジャポニスム２０１８プロモーションや奈良の仏像海外展示等によるインバ

ウンド観光需要の取り込みに重点を置いた観光振興策を積極的に展開。

・ＩＣＴの活用や空調設備等による県立高校の教育環境の充実や、私立高等学校等

の授業料に対する軽減補助金拡充など、教育予算を充実。

・道路の修繕や河川の除草、堆積土砂除去等を増額（＋４億円）。

・県税収入等の増加に伴い、県税交付金等が増加（＋７０億円）。

歳入予算歳入予算歳入予算歳入予算

歳出予算歳出予算歳出予算歳出予算

歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント歳入歳出予算のポイント
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収支要調整額収支要調整額収支要調整額収支要調整額

歳 入（一般財源）：3,282億円（㉙3,268億円 ＋１４億円） ・・・①

・県税等(市町村等への交付金を除く） 1,438億円（㉙1,372億円 ＋６６億円）

県税等

県税 1,224億円(㉙1,145億円 ＋ ７９億円)

地方消費税清算金 450億円(㉙ 395億円 ＋ ５５億円)

地方譲与税 205億円(㉙ 202億円 ＋ ３億円)

1,879億円(㉙1,742億円 ＋１３６億円)

市町村等への交付金（県税交付金等支出）

440億円(㉙ 371億円 ＋ ７０億円)＊四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがある。
・地方交付税＋臨時財政対策債 1,770億円（㉙1,819億円 ▲４９億円）

地方交付税 ▲３９億円、臨時財政対策債 ▲１０億円

・その他 74億円（㉙ 77億円 ▲３億円）

宝くじ収入 ▲３億円 など

歳 出（一般財源）：3,302億円（㉙3,300億円 ＋２億円） ・・・②

・人件費 1,262億円（㉙1,278億円 ▲１６億円）

退職手当 ▲１２億円、退職手当以外 ▲４億円

・公債費 776億円（㉙ 789億円 ▲１３億円）

元金 ＋１億円、利子 ▲１４億円

・社会保障関係経費

主な社会保障関係経費 703億円（㉙690億円 ＋１３億円）

障害者自立支援給付費 ＋４億円 後期高齢者医療給付費 ＋３億円

介護給付費負担金 ＋９億円 国民健康保険関係 ▲６億円 など

病院関係の繰出金等 86億円（㉙ 80億円 ＋６億円）

病院機構特会繰出金 ＋８億円、医大特会繰出金 ▲１億円、南和広域医療企業団

負担金等 ▲１億円

・公共事業関係 98億円（㉙ 89億円 ＋９億円）

公共事業（補助、単独、直轄）＋３億円、維持補修（道路、河川）＋４億円、

災害復旧費 ＋２億円

・その他 377億円（㉙374億円 ＋３億円）

一般財源一般財源一般財源一般財源（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）（使途が特定されていない財源）の状況の状況の状況の状況

02004006008001,0001,2001,400

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

（億円）

法人関係税（法人県民税＋法人事業税）
その他（地方消費税、自動車税ほか）1,069 1,155

個人県民税（利子割県民税等含む）
1,078 1,165H28までは決算額、H29は当初予算額、H30は当初予算案1,145 1,2241,107 1,050 1,026 1,043

地方法人特別譲与税創設

36.3%36.3%36.3%36.3%
45.9%45.9%45.9%45.9%
17.8%17.8%17.8%17.8%

36.4%36.4%36.4%36.4%
49.4%49.4%49.4%49.4%
14.2%14.2%14.2%14.2%

収支要調整額収支要調整額収支要調整額収支要調整額

歳入－歳出（①－②） ▲２０億円（㉙▲３２億円）

財政調整基金（Ｈ29末残高見込み 235億円）

の取り崩しにより調整

県税の推移県税の推移県税の推移県税の推移

過去１０年間で最大過去１０年間で最大過去１０年間で最大過去１０年間で最大

３



54.8% 57.7% 58.2% 58.9% 61.0% 62.1% 63.0% 63.5% 63.9% 63.8%

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

残高に占める交付税措置額の割合
2,441 2,956 3,314 3,644 3,981 4,256 4,430 4,533 4,608 4,566
4,580 4,390 4,384 4,346 4,163 4,052 3,959 3,873 3,808 3,7423,113 3,021 2,779 2,578 2,532 2,392 2,310 2,211 2,141 2,042
10,134 10,367 10,478 10,568 10,676 10,700 10,699 10,616 10,557 10,349 

1,107 1,050 1,026 1,043 1,069 1,078 1,165 1,155 1,145 1,22402,0004,0006,0008,00010,00012,00014,000

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

（億円） （H28までは決算額、H29は2月補正後予算案、H30は当初予算案）

県税収入額
・表示単位未満で四捨五入しているため、数値の計と合計が一致しない場合がある。

臨時財政対策債等（全額交付税措置）通常債（交付税措置分）通常債等（交付税措置なし）

交付税未措置額／県税収入額3.4倍 3.4倍 3.1倍4.1倍 4.2倍 4.3倍 4.2倍 3.9倍 3.8倍

交付税措置あり
交付税措置なし

6,744 6,6075,553 5,976 6,094 6,222 6,513 6,648 6,740 うち臨時財政対策債等6,749

3.3倍

県債残高の推移県債残高の推移県債残高の推移県債残高の推移

県債残高は県債残高は県債残高は県債残高は27272727年度から減少し始め、年度から減少し始め、年度から減少し始め、年度から減少し始め、30303030年度は年度は年度は年度は29292929年度末から年度末から年度末から年度末から

▲▲▲▲208208208208億円減少の見込み億円減少の見込み億円減少の見込み億円減少の見込み

H30末（見 込） 3,742億円/1,224億円 ＝ 3.1倍［県債残高 10,349億円］

H29末（現計予算） 3,808億円/1,145億円 ＝ 3.3倍［県債残高 10,557億円］

H28末（決 算） 3,873億円/1,155億円 ＝ 3.4倍［県債残高 10,616億円］

交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況交付税措置のない県債残高／県税収入の状況

交付税措置のない県債残高は、交付税措置のない県債残高は、交付税措置のない県債残高は、交付税措置のない県債残高は、10101010年前の年前の年前の年前の4,5804,5804,5804,580億円から億円から億円から億円から

3,7423,7423,7423,742億円と▲億円と▲億円と▲億円と▲838838838838億円減少する見込み億円減少する見込み億円減少する見込み億円減少する見込み
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